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1,500 人 会員増強運動

月刊

女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る

雛
ま
つ
り　

方
々
の
家
で
飾
ら
れ
て
い
た
の
を

懐
か
し
く
思
い
出
す

住
宅
事
情
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
で

人
と
の
繋
が
り
が
薄
れ
つ
つ
あ
る

今
日
だ
か
ら
こ
そ　

季
節
を
感
じ
さ
せ
る

こ
の
様
な
行
事
を
大
切
に
出
来
た
ら
と
思
う

　

令
和
２
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
明

け
暮
れ
、
い
つ
に
な
っ
た

ら
収
ま
る
の
か
先
が
見
え

な
い
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
ど
う
な

る
こ
と
や
ら
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
後
、

心
配
す
る
の
が
我
々
の
生
活
で
す
。
▼
不

景
気
に
な
り
必
ず
や
っ
て
く
る
大
増
税
の

こ
と
を
考
え
る
と
ぞ
っ
と
し
ま
す
。
▼
さ

て
昨
年
暮
れ
、
市
老
連
と
し
て
会
員
増
強

の
た
め
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
設
立
お
よ
び
継

続
促
進
に
係
る
助
成
金
制
度
を
設
け
ら
れ

た
こ
と
は
、大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▼
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
引
き
受
け
手
が
無

く
困
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
あ
る
新

聞
の
投
稿
欄
に
高
齢
の
女
性
が
１
年
の
約

束
で
会
長
を
引
き
受
け
た
が
、
も
う
１
年

と
い
わ
れ
約
束
が
違
う
と
抗
議
し
た
が
、

皆
の
協
力
を
得
な
が
ら
や
っ
て
み
よ
う
と

決
断
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
▼
健
康
に
気

を
つ
け
て
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
い

う
、
気
持
ち
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
楽
し

く
や
っ
て
い
く
こ
と
が
、

残
り
少
な
い
人
生
を
有

意
義
に
過
ご
せ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
（
鳴
尾
北　

湯
川
）

滋賀県　近江商人屋敷の雛人形　写真と文　田中　積氏（用海校区）



西宮いきいきクラブニュース 第 241 号（2） 令和 3 年（2021年）2・3月号

◆
市
老
連
理
事
会（
1
／
13
）

【
議
案
事
項
】

⒈�

社
員
総
会
の
日
程
お
よ
び
会
場
に
つ

い
て

⒉�

特
別
企
画
こ
と
ぶ
き
バ
ス
ツ
ア
ー
第

２
弾
に
つ
い
て

⒊�

駐
車
場
の
変
更
に
伴
う
、
こ
と
ぶ
き

バ
ス
の
出
発
時
間
等
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

•
委
員
会
の
開
催
（
2
月
24
日
㈬
）

〈
文
化
教
養
部
〉

•
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
開
催

　
（
2
月
12
日
、
19
日
、
各
㈮
）

•
委
員
会
の
開
催
（
2
月
18
日
㈭
）

〈
体
育
部
〉

•
委
員
会
の
開
催
（
1
月
20
日
㈬
）

〈
女
性
部
〉

•
委
員
会
の
開
催
（
2
月
17
日
㈬
）

〈
事
務
局
〉

•�

こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス

　
（
７
月
・
８
月
分
）
の
割
当

•�

「
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
設
立
お
よ
び
継

続
促
進
に
係
る
助
成
金
制
度
の
取
り

扱
い
規
定
」
の
配
布

•�

こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
の
行
き
先
な
ど

の
相
談
会
開
催
の
案
内

　

�

1
月
27
㈬
・
3
月
15
日
㈪

　

�

西
宮
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
２
階
に
て

•�

令
和
３
年
度
版
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
日

誌
・
会
計
簿
の
配
布

　

2
月
10
日
㈬

　

午
前
9
時
～
9
時
30
分

◆
市
老
連
理
事
会（
2
／
10
）議
案

※�

西
宮
市
か
ら
「
令
和
２
年
度
老
人
ク

ラ
ブ
補
助
事
業
等
実
績
報
告
書
」
の

提
出
に
つ
い
て

【
議
案
事
項
】

⒈�

令
和
２
年
度
事
業
報
告（
案
）・
令
和

３
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

〈
事
務
局
〉

•�

令
和
３
年
度
市
長
表
彰
等
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

•
ス
マ
ホ
体
験
講
習
会�

の
実
施
に
つ
い
て

　

3
月
12
日
㈮
午
後
1
時
30
分
～

　
西
宮
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
２
階
に
て

※
次
回
定
例
理
事
会
等　

3
月
10
日
㈬

　

三
役
会
：
午
前
10
時

　

理
事
会
：
午
後
1
時
30
分

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
：
午
後
3
時

市
老
連
理
事
会

市
老
連
理
事
会
22
月
議
案
書

月
議
案
書

⇩

2・3・4 月の行事予定

　昨年 12 月３日㈭、阪神南　昨年 12 月３日㈭、阪神南
ブロック芦屋・尼崎・西宮のブロック芦屋・尼崎・西宮の
各市老連チームで、三木市に各市老連チームで、三木市に
ある兵庫県広域防災センターある兵庫県広域防災センター
へコロナ禍のなか、万全の対へコロナ禍のなか、万全の対
策をして見学に行きました。策をして見学に行きました。
　甲子園球場が 60 個入るという運動公園併設の大き　甲子園球場が 60 個入るという運動公園併設の大き
な施設です。阪神・淡路大震災をきっかけに全域をな施設です。阪神・淡路大震災をきっかけに全域を
カバーできるよう造られたそうです。「理解することカバーできるよう造られたそうです。「理解すること
と行動することは違う・日頃からリスクを意識する・と行動することは違う・日頃からリスクを意識する・
備えあれば憂いなし」など、防災に対する意識をあ備えあれば憂いなし」など、防災に対する意識をあ
らためて考えさせられる講義と体験学習をしました。らためて考えさせられる講義と体験学習をしました。
いつ起こるか分からないのが災害です。　　いつ起こるか分からないのが災害です。　　(広報部)(広報部)

11
月
報
告

月
報
告

18 日㈭ 文化教養部委員会 13：30

21 日㈬ 臨時三役会 10：00

24 日㈬ 広報部委員会 13：30

28 日㈬ 決算監査 10：00

3 月 3 日㈬ 阪神南ブロック連絡協議会 10：00

15 日㈪ ことぶきバス相談会
10：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

12 日、19 日（各金）2 月
13：00カラオケ教室

理事会（館外研修） 9：3010 日㈬

13：30
15：00西宮市との定例協議

三役会　9 日㈫

理事会 13：30
15：00プロジェクト会議

三役会　 10：0010 日㈬

理事会 13：30
15：00プロジェクト会議

三役会　 10：004 月 14 日㈬

13：30
スマホ体験講習会 9：3017 日㈬
女性部委員会

13：30スマホ体験講習会12 日㈮
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初
め
て
の
５
部
会
研
修
バ
ス
ツ
ア
ー

を
昨
年
の
12
月
８
日
㈫
に
開
催
し
ま
し

た
。
目
的
地
は
伊
勢
神
宮
参
拝
と
お
か

げ
横
丁
散
策
で
す
。

　

伊
勢
神
宮
は
「
天
照
大
御
神
」
を
お

祀
り
す
る
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
と
、
衣

食
住
と
産
業
の
守
り
神
で
あ
る
「
豊
受

大
御
神
」
を
お
祀
り
す
る
豊
受
大
神
宮

（
外
宮
）
で
、
神
殿
は
神
明
造
で
簡
素

な
直
線
美
と
、
檜
の
素
朴
な
美
し
さ
が

際
立
つ
建
築
物
で
す
。

　

参
加
者
は
14
名
と
少
人
数
で
、
当
初

の
目
的
を
十
分
達
成
し
た
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
意
義
の
あ
る

館
外
研
修
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
５

部
会
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

文化教養部 部長　江本　啓介文化教養部 部長　江本　啓介
5部会合同館外研修バスの旅5部会合同館外研修バスの旅

南
甲
子
園
校
区
　
竹
村
　
香
織

小
鳥
啼
く
深
雪
の
夜
の
明
る
さ
に

篁た
か
む
らは

如
月
の
風
湧
く
と
こ
ろ

神
原
校
区
　
吉
田
　
照
美

コ
ン
ビ
ニ
で
ま
す
ま
す
買
物
初
時
雨

杖
だ
け
が
た
よ
り
と
な
り
ぬ
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

甲
東
校
区
　
黒
川
都
美
子

梅
遅
し
こ
の
坂
道
の
こ
こ
に
着
き

け
ん
け
ん
の
子
が
春
泥
を
ひ
と
っ
飛
び

用
海
校
区
　
大
味
し
げ
る

鰐
口
の
音
の
く
ぐ
も
る
余
寒
か
な

梅
東
風
や
訪
ふ
庭
園
に
清
水
垣

浜
脇
校
区
　
吉
識
芙
美
子

赤
き
実
は
み
な
啄
ば
ま
れ
余
寒
な
ほ

訪
れ
の
鐘
の
音
な
り
春
の
寺

浜
脇
校
区
　
森
本
　
規
子

山
の
端
へ
歩
み
行
き
た
し
雪
明
か
り

凧
も
見
ず
走
り
に
走
る
子
ら
の
ゐ
て

山
口
校
区
　
大
畑
は
る
み

冬
ぬ
く
し
園
庭
響
く
タ
ン
バ
リ
ン

園
長
も
サ
ン
タ
に
な
っ
て
大
合
唱

広
田
校
区
　
衣
笠
の
ぶ
こ（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

山
宿
の
熊
さ
し
ペ
ロ
リ
と
は
み
し
後
の

　

鞣
な
め
し

皮
見
て
胃
の
う
ち
お
か
し

小
辺
路
ゆ
く
果は

て
な
し無

峠
の
登
り
坂

　

わ
れ
の
あ
え
ぎ
の
何
処
ま
で
つ
づ
く

北
夙
川
校
区
　
河
瀬
喜
和
子

コ
ロ
ナ
禍
に
華
咲
き
祝
う
友ゆ

う
き紀

ち
ゃ
ん

　

横
浜
新
居
で
ト
リ
マ
ー
継
続

窓
明
け
る
サ
ラ
サ
ラ
サ
ラ
…
と
白
い
花

　

初
雪
が
降
る
一
月
十
二
日

安
井
校
区
　
藤
田
耕
太
郎

朝
刊
の
ク
イ
ズ
快
調
解
き
終
わ
り

　

今
日
一
日
の
き
ざ
し
良
好

ひ
と
と
せ
を
思
い
巡
ら
せ
年
賀
状

　

コ
ロ
ナ
に
明
け
て
コ
ロ
ナ
に
暮
れ
ぬ

甲
東
校
区
　
花
房
　
依
子

小
春
日
や
く
り
出
す
芸
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

　

憂
き
世
わ
す
れ
て
長
寿
の
つ
ど
い

令
和
の
世
「
火
垂
る
の
墓
碑
」
建
立
す

　

ア
ン
ネ
フ
ラ
ン
ク
の
薔
薇
よ
り
添
い
て

高
須
校
区
　
増
田
百
合
子

バ
イ
デ
ン
さ
ん
愛
犬
と
ト
ラ
ン
プ
に
足
と
ら
れ

ギ
ャ
ル
た
ち
は
コ
ロ
ナ
マ
ス
ク
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

高
須
校
区
　
橋
本
　
　
力

医
療
危
機
感
染
拡
が
る
今
日
こ
の
頃

自
宅
で
と
る
効
く
か
ど
う
か
サ
プ
リ
メ
ン
ト

北
六
甲
台
校
区
　
高
瀬
　
照
枝

バ
ス
座
席
カ
バ
ン
忘
れ
て
温
い
友

娘
が
買
っ
た
絵
の
具
で
咲
い
た
年
賀
状

俳
　
句

短
　
歌

「男の料理教室」「男の料理教室」

日　　時：年 6回（偶数月の第 1水曜日）
　　　　　午前9時30分から（6月から）
場　　所：西宮市総合福祉センター
　　　　　別館 2階　調理実習室
会 　 費：年間6,000円（前払）入会金なし
講　　師：2名（女性）
問合せ先：吉田　正巳　☎ 0798-65-9057

川
　
柳
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昨
年
11
月
18
日
㈬
、小
春
日
和
の
中
、

紅
葉
の
美
し
い
湖
東
三
山
西
明
寺
へ
２

月
以
来
の
バ
ス
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
こ
と

ぶ
き
バ
ス
の
利
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い

現
状
を
鑑
み
、
市
老
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

部
が
中
心
と
な
っ
て
計
画
し
ま
し
た
。

　

市
内
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
１
校
区
を
選
出
、
一
番
手
と
し
て

用
海
校
区
が
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

い
つ
も
の
バ
ス
ツ
ア
ー
と
違
い
参
加

人
数
は
23
名
と
半
分
ほ
ど
。
乗
車
前
に

体
調
の
良
し
悪
し
、
検
温
、
手
指
の
消

毒
、
当
然
マ
ス
ク
着
用
で
す
。
乗
り
降

り
の
た
び
に
消
毒
、
バ
ス
の
中
は
日
頃

の
に
ぎ
や
か
な
声
や
笑
い
声
も
聞
こ
え

ず
、
時
折
ガ
イ
ド
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え

る
の
み
で
す
。

　

食
事
処
も
、
間
隔
を
広
く
と
っ
た
席

に
着
き
話
声
も
少
な
く
、
も
く
も
く
と

お
箸
を
動
か
す
の
み
。
お
土
産
店
に
は

無
理
を
お
願
い
し
て
入
店
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
久
し
ぶ
り
の
バ
ス
の
旅
、

参
加
の
皆
さ
ん
に
は
少
し
で
も
ス
ト
レ

ス
発
散
に
な
っ
た
と
、
喜
ん
で
も
ら
え

た
よ
う
で
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
続
く
こ
の
状
態
、
こ
と
ぶ

き
バ
ス
の
企
画
も
ど
う
し
た
ら
会
員
の

皆
さ
ん
に
安
心
し
て
参
加
し
て
も
ら
え

る
か
を
考
え
な
が
ら
、
担
当
者
と
話
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
津
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は

昨
年
9
月
、
10
月
と
こ
と
ぶ
き
バ
ス
研

修
を
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
11
月
13

日
㈫
奈
良
方
面
・
忍
辱
山
円
成
寺
に
行

き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
と
し
て
、
バ
ス
の
座
席
は

2
席
を
1
人
で
使
用
、
23
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
体
温
チ
ェ
ッ
ク
、手
を
消
毒
、

マ
ス
ク
着
用
で
出
発
、
バ
ス
の
中
で
は

皆
静
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

円
成
寺
は
住
職
さ
ま
の
案
内
で
本
堂

を
見
学
し
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
九
重

蓮
台
に
安
座
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
庭
園

は
紅
葉
が
綺
麗
で
し
た
。
昼
食
は
郡
山

で
お
い
し
い
懐
石
料
理

を
い
た
だ
き
、
道
の
駅

で
買
い
物
を
し
て
帰
途

に
つ
き
ま
し
た
、
久
し

ぶ
り
の
こ

と
ぶ
き
バ

ス
研
修
で

し
た
が
、

皆
大
満
足

で
し
た
。

　

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
あ
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
も
う
26

年
。
今
で
も
あ
り
あ
り
と
思
い
出

し
ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
と
だ

え
不
自
由
な
生
活
で
し
た
が
、
毎

日
が
日
常
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。
が
、
今
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
は
目
に
見
え
な
い
怖
さ
、

い
つ
終
わ
る
の
か
と
い
う
不
安
に

疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
と
少
し

で
す
。
気
力
、
体
力
を
整
え
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

こ
と
ぶ
き
バ
ス
研
修

こ
と
ぶ
き
バ
ス
研
修

今
津
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

今
津
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
担
当
　
大
段
　
雅
子

広
報
担
当
　
大
段
　
雅
子

特
別
企
画

特
別
企
画  

こ
と
ぶ
き
号

こ
と
ぶ
き
号

研
修
バ
ス
ツ
ア
ー

研
修
バ
ス
ツ
ア
ー

用
海
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

用
海
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
会
長
　
大
江
　
太
郎

　
会
長
　
大
江
　
太
郎


